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シンポジウム予定表
月　日 9 月 19日（午後）
時　間 13:00 ～ 16:00 13:00 ～ 17:00 13:00 ～ 17:00 13:00 ～ 16:00 13:00 ～ 17:00

会　場 G会場（B355） F会場（B353） E会場（B351） H会場（F271） I 会場（F275）

シンポジウム名 シンポジウムⅠ シンポジウムⅡ シンポジウムⅢ シンポジウムⅣ シンポジウムⅤ

主　題

肥料危機時代に、土壌肥料学
はどう応えるのか　

②土壌蓄積養分を使いこなす
研究の新提案

土壌肥料学の国際展開における
課題と展望

－若手研究者の研究交流促進－

Progress in Enhanced Rock Weathering 
(ERW) Project and the accompanying 
integration of different disciplines in soil 
science and plant nutrition science

【公開シンポジウム】
気象変動条件下の水稲生産に
おけるケイ酸の有用性

土壌の微視的不均一性からみ
た微生物生態と土壌プロセス

座長団 笛木 伸彦 前田 守弘・中村 真人 中尾 淳・西村 拓・岩崎 真也 当真 要・大峡 広智・
南雲 芳文

大林 翼・新宮原 諒・
和穎 朗太

演題
および

話題提供者

• 肥料や土壌改良材などの肥培管
理の違いによるリン酸・カリウ
ム減肥の可能性

安藤 薫
（愛知農総試）

• リン酸が過剰に蓄積した褐色低
地土圃場における長期のリン酸
無施肥が野菜類の収量及び可給
態リン酸に及ぼす影響 

馬場 久美子
（山梨県立農林大学校）

• 緑肥の各種機能とそのリン・カ
リウム等の減肥への利用

唐澤 敏彦
（農研機構）

• 腐植酸資材の特性とバイオス
ティミュラント効果を活かした
施肥量削減について 

伊藤 弘樹
（デンカ株式会社）

• 北海道の普通畑土壌におけるリ
ン蓄積とリン減肥 
- 黒ボク土のリン欠乏はすでに
過去の話かもしれない -

谷 昌幸
（帯広畜産大）

• International challenges in
soil science and expectations
for young scientists
土壌学における国際的課題と若
手研究者への期待
Victor Okechukwu Chude
（President of the IUSS）

• So i l - p l an t - env i ronment
related challenges in Sri
Lanka: insights into the future
スリランカにおける土壌・植物・
環境関連の課題：将来への洞察
◯D.A.L. Leelamanie1 and Morihiro Maeda2

(1University of Ruhuna, 2Okayama Univ.)

• Progress of internationalization
of soil science in Japan 
我が国の土壌科学の国際化の歩み
Ryusuke Hatano (Hokkaido Univ.)

• Role of IUSS Subcommittee,
Science Council of Japan 
日本学術会議 IUSS 分科会の役割

Kazuyuki INUBUSHI 
(Tokyo University of Agriculture, 

Chiba Univ.)

• Quest for recipes of soi l
development and ecosystem
restoration in Indonesia 
インドネシアで土壌生成と生態
系再生のレシピをつくる
◯ Kazumichi Fujii1, Chie Hayakawa2, 

and  Zheng Jinsen3

(1F-REI, 2Utsunomiya Univ., 3JIRCAS)

• 1 5  y e a r s  o f  r e s e a r c h
collaboration developed from
an educational program with
Hue University, Vietnam 
ベトナムフエ大学との教育連携か
ら発展した共同研究15年
Morihiro Maeda (Okayama Univ.)

• My journey in Sweden - Life
as a PhD student and what
I learned - 
スウェーデンに留学して - 研究
生活とそこから学んだこと -
Jumpei Fukumasu (NARO)

• Struggles at the International
Agricultural Research Institute in
West Africa - Ten years from the first
year of graduate school - 
西アフリカ国際農業研究所奮闘記 - 修
士課程からの10年間 -

Ikazaki Kenta (JIRCAS)

• Enhanced rock weathering -
what’s the fuss all about?

Atsushi Nakao
（Kyoto Prefectural Univ.）

• I m p a c t  o f  E n h a n c e d
Rock Weather ing on Soi l
Physical Properties and Soil
CO2 Dynamics 
- A Two-Year Field Monitoring
Study in Farmland in Hokkaido -
Yan Zhu（Hokkaido Univ.）

• Advanced  quan t i t a t i v e
me thods  f o r  de t e c t i n g
basaltic minerals’ weathering
in soil

Kohei Kurokawa 
(Kyoto Prefectural Univ.)

• Exploring basalt weathering
p r o c e s s e s  i n  s o i l
environment:  
- Insights in soil inorganic and
organic carbon storage with a
simplified artificial soil system -
◯ Puu-Tai Yang and Rota Wagai

（NARO）

• Interaction between plant
and rock weathering 
◯Hiroshi Uchibayashi and Takuro Shinano 

(Hokkaido Univ.)

• Is basalt an alternative to lime?
- Verifying the effects of ERW
on CO2 removal by inorganic
ca rbon  seques t ra t ion  fo r
Japanese soil -
◯ Saeko Yada and Sadao Eguchi

(NARO)

• Do Rh i zosphere  and Non-
Rhizosphere Soi ls Respond
Differently to Basalt-Induced
CO2 Removal in Agricultural
Fields?
Yilin Yang (Hokkaido Univ.)

• Insights and implications
from our challenge to basalt 
application in subtropical
Taiwan 

Mayuko Seki
（Kyoto Prefectural Univ.）

• ケイ酸資材を用いた土づくりに
よる水稲の高温登熟障害の緩和

伊藤 豊彰
（㈱ファーム・フロンティア，新潟食農大）

• 製鋼スラグを原料とする含鉄ケ
イ酸資材施用による水田メタン
削減の可能性 
- ベトナム，インドネシアの水
田における試験結果 -

伊藤 公夫
（日鉄テクノロジー㈱）

• 岐阜県内水稲栽培におけるケイ
酸施用指針の設定

和田 巽
（岐阜農技セ）

• 土づくりへの行動に導く戦略
- 土づくりは明日への投資 -

藤井 弘志
（㈱ファーム・フロンティア）

• 根圏における植物特化代謝産物の
機能とその細菌代謝応答 
- ニコチンとイソフラボンから紐
解く根圏細菌叢形成メカニズム -

島﨑 智久
（北大）

• 光が支配する農耕地土壌の微生
物ガス代謝

村瀬 潤
（名大 )

• 土壌生成に伴う土壌構造と有機
物蓄積の変化 
- 三宅島 2000 年噴火後を例に -
◯浅野 眞希 1・柴沼 玲那 2・
小林 耕野 3・鶴 綾乃 1・
Victoria Face Eseese1・
山下 翔平 4・田村 憲司 1・

上條 隆志 1

（1 筑波大，2日本工営，
3農研機構，4KEK）

• 土壌団粒の孔隙ネットワー
クによって制御される微生
物 N2O 還元 
- １粒子観察から見えてきた特
異な微小環境 -

◯光延 聖 1・島田 紘明 2・
和穎 朗太 3

（1 愛媛大 , 2 帯広畜産大 , 
3 農研機構）

• 畑地土壌におけるマクロ団粒ひ
と粒ごとの菌叢と N 循環関連
遺伝子の解析 
- 微生物の系統的・機能的な多
様性の視点から「団粒の個性」
を問う -
◯松村 愛美 1・加藤 広海 2・
原 新太郎 1・大林 翼 1・
伊藤 虹児 1・新宮原 諒 1・
河上 智也 1・光延 聖 3・
南澤 究 2・和穎 朗太 1

（1 農研機構 , 2 東北大 , 3 愛媛大）

（備考）シンポジウムⅡの講演は英語もしくは日本語、シンポジウムⅢは全講演を英語で行う予定ですが、質疑と総合討論は日本語も可とします。
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日本土壌肥料学会2025年度新潟大会　公開シンポジウム

気象変動条件下の水稲生産におけるケイ酸の有用性

日　　時：2025年9月19日（金）13：00-16：00
会　　場：新潟大学総合教育研究棟　H会場（F271）
趣　　旨：	水稲の健全な生育や玄米品質向上に重要なケイ酸の有用性に改めて注目する。本シンポジ

ウムでは、これまで明らかになっている水稲のケイ酸吸収特性、土壌中ケイ酸の形状や動
態、ケイ酸資材の施用と効果のバランスによる長期的視点での経済性評価、さらに水田か
らのCH4発生抑制効果についての知見を整理する。そして、近年の夏期の異常な高温や乾
燥による玄米収量や品質の低下に対するケイ酸の効果を確認すると共に、知見の効果的な
普及に関する議論を行う。

次　　第：
座 長 団：当真	　要（北海道大学大学院農学研究院）

大峡	広智（新潟県農業総合研究所）
南雲	芳文（新潟県農業総合研究所）

13：00		 挨拶・趣旨説明
　当真	要

13：05		 ケイ酸資材を用いた土づくりによる水稲の高温登熟障害の緩和
　伊藤	豊彰（㈱ファーム・フロンティア，新潟食料農業大学）

13：35		 製鋼スラグを原料とする含鉄ケイ酸資材施用による水田メタン削減の可能性
－ベトナム，インドネシアの水田における試験結果－
　伊藤	公夫（日鉄テクノロジー㈱）

14：05		 岐阜県内水稲栽培におけるケイ酸施用指針の設定
　和田	巽（岐阜県農業技術センター）

14：35-14：50	休憩
14：50		 土づくりへの行動に導く戦略～土づくりは明日への投資～

　藤井	弘志（㈱ファーム・フロンティア）
15：20		 総合討論

－ 14－ － 15－


